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６月２０日(火)５・６校時、４年生は「総合的な学習の時

間」に「福祉体験学習」として「新温泉町社会福祉協議会」

の平澤さんや田村さん、「はまさかの里」の奥田さんのお世

話になり、「高齢者疑似体験」をさせていただきました。 

まず初めに「福祉(ふくし)」とはどういうことかについて

教えていただきました。 

ふだんの 

くらしを 

しあわせにすること 

次に、６５歳以上の方から「高齢者」になるということ。

「高齢者」になると目や耳、体がうまく動かなくなること等を

教えていただきました。(個人差あり)「認知症(にんちしょ

う)」のことも教えていただきました。 

その後は「高齢者」にタイムスリップ。装具を付けて新聞を

読んだり、字を書いたり、廊下や階段を歩いたり、飲み物を飲

んだりして、「高齢者」の方の見えにくさや聞こえにくさ、手

や足の動かしにくさ等を体験させていただきました。 

Ｔ「体験してむずかしかったところは？」 

Ｃ「ペットボトルのふたを開けるのがむずかしかったです。」 

Ｃ「字を書いたりするのがむずかしかったです。」 

Ｃ「階段を降りるのがむずかしかったです。」 

Ｃ「色の違いが分かりにくかったです。」‥など。 

介助(手助け)する人も、いきなり手助けするのではなく、まずは見守る。そして、手助けが必要だ

と分かったら、手を差し伸べるというように、相手の気持ちをよく考えて介助するように心がけるこ

と等、大切なことをたくさん教えていただきました。人は誰でも年をとり、いずれ「高齢者」になり

福祉について考える ～４年「高齢者疑似体験」～ 

「ふくし」とは？ 



ます。こうした学習をきっかけにして、今後もみんなが思いやりの心を持ち、お互いに優しく支え合

えるような関係づくりをしていきたいと思います。  

社協の皆さん、奥田さん、本当にありがとうございました。 

 

 

 

全校生６９名を８つの縦割り班に分け、子どもたちが中心となって、お互いに交流が深められるよ

うな活動を行っています。 

６月１６日(金)は、班の旗をみんなで協力して作りま

した。 

６月２０日(火)は、「ふれあいタイム」で「縦割り班

遊び」をしました。 

高学年の人たちは、中・低学年の人たちのお手本にな

って活動し、中・低学年の人は高学年の人たちから良さ

を学ぶ‥。 

 

 

 

 

 

 

 

そんな優しい心と心がふれあうような活動にしてほしいと思っています。 

 

 

 

 ６月２２日(木)、地震を想定した「避難訓練」、そして午後

は「ＰＴＡ救急救命法講習会」と、その後「引き渡し訓練」が

行われました。 

本年度も、夏休み中の「地区水泳」は、予定通り行われるこ

とになっています。 保護者の皆様には、子どもたちが安全に

楽しい水泳ができるよう、プール当番・監視などでまたお世話

になりますが、何卒

よろしくお願いいた

します。万が一の場合に備えて、子どもたちの命を救えるよ

うに、ＰＴＡ生活広報部会の皆様にお世話になり、町防災リ

ーダーの会の皆さんのご指導のもと、「救急救命法」につい

て学んでいただきました。 

皆さん、熱心に取り組んでいただき、本当にありがとうご

ざいました。  

縦割り班遊び ～「ふれあいタイム」で～ 

万が一の時に‥～「避難訓練・救急法講習会・引き渡し訓練」～ 


